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　前述のようなファブ・クリエイティ
ブタウンを生みだす背景を十二分に有
する大田区においてモノづくりのまち
づくりを推進するために具体的に掲げ
た将来像が、「大田クリエイティブタ
ウン構想」である。23 区内の辺縁に
あり、羽田空港も抱える大田区は、今
のところ人口も増加し、町工場が廃業

するとその地がミニ戸建て住宅等に瞬
時に移り変わるが、長い目で見た時に
良質なストックとはなりにくいし、豊
かな活力を持続的に将来にわたり維持
してゆくためには、単なる住宅地でな
く、価値を生みだす創造型の複合都市
が求められる。そこで、大田区に集積
する資源的価値であるモノづくりの力

を引き継ぎながら新たな価値としての
創造性も育み、これを暮らしの中に落
とし込んでゆくような総合的な都市再
編（エリア・コンバージョン）を実
現するために、『「技術 × 生活 × 創造」
により価値をはぐくむまち』を掲げた

「大田クリエイティブタウン構想」を
提案する。

　大田区のこれまで築いてきた価値を
創出する力である、ものづくりの「技
術 (Fabrication)」、東京の辺縁部にあ
り、住みやすさから幅広く集まる人
口を考える「生活 (Lifestyle)」、そし
て、この両者がバラバラにならずに発

展してゆくためのアイデアの源泉であ
る「創造 (Creativity)」この三つが合
わさることで、価値向上のスパイラル
アップを図るものである。これらを実
現する主体としても、腕を磨き続けて
きた職人や地域のプロとそのナレッジ

（技術知）、71 万を数える区民とそこ
から得られるビッグデータ、新たなク
リエイターやデザイナーが創造的に見
出すエッセンスやアイデア、これらが
重なり合いながら、お互いの価値を高
め合う相乗効果を図る。

ものづくり（ファブマネジメント）
× まちづくり（エリア / アセットマネジメント）
× 観光（エリアプロモーション）

　上記のようなビジョンをもったまち
づくりを実施するためには、具体的な
推進戦略も必要である。そこで、技術
× 生活 × 創造を巻き起こすアクショ
ンとして、「モノづくり」「まちづく
り」「観光」を連携しながら進めてゆ
くということを検討した。具体的には、
(1) ものづくりの創造産業化【ものづ
くりに大学やクリエイター等が関わる
ことで付加価値のあるモノづくりへと
昇華してゆく】、(2) 地域ストックの
利活用と再生【工場のあるまちの魅力
や資源（ストック）を活かして】、(3)
エリアプロモーションの展開の３つを
掲げ、これを進めるために「モノづく
り × まちづくり × 観光」の３つを掛
け合わせることで、３つの目標を相乗
的に高めるための具体的なプロジェク
トとアクションプランを用意した。

大田クリエイティブタウン構想

大田クリエイティブタウンのイメージ

技術 × 生活 × 創造のスパイラルアップ

大田クリエイティブタウン構想の統合戦略

技術 × 生活 × 創造
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